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●
新
学
期
開
始
後
の
学
内
の
様
子

２
回
生
は
い
よ
い
よ
専
門
科
目
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
３
回
生
後
期
か
ら
の
コ
ー
ス
分

け
を
意
識
し
た
履
修
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
実
験
も
前

期
か
ら
週
２
回
の
ペ
ー
ス
で
、
専
門
性
が
高
く
な
っ
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
１
回
生
時
に
比
べ
た
ら
か
な
り
遅
い
時

間
ま
で
学
内
に
い
る
学
生
の
姿
が
目
立
ち
始
め
ま
し

た
。
ま
た
、２
回
生
対
象
の
授
業（
生
命
情
報
科
学
概
論
）

で
、
郷
通
子
学
部
長
が
本
学
で
初
め
て
通
常
講
義
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

１
回
生
は
、
初
め
て
の
受
講
登
録
を
済
ま
せ
、
初
め
て

の
大
学
の
講
義
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
目
を
輝
か
せ
、

目
的
意
識
を
持
っ
て
勉
学
に
打
ち
込
む
姿
が
印
象
的
で

す
。
早
く
も
学
内
掲
示
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
申
し
込
ん
だ

り
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
学
園
祭
実
行
委
員
会
に
参
加
す
る

学
生
た
ち
も
多
く
、
バ
イ
オ
大
学
の
学
生
生
活
に
よ
う

や
く
慣
れ
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。

●
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て

本
学
で
は
地
元
の
関
係
事
業
所
か
ら
の
依
頼
を
受
け

て
、
担
当
者
と
打
ち
合
わ
せ
た
後
に
、
学
内
に
掲
示
し

て
案
内
し
て
い
ま
す
。
本
学
は
必
修
授
業
が
非
常
に
多

い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
各
事
業
所
に
は

本
学
の
状
況
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た
上
で
ア
ル
バ
イ
ト

の
案
内
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
、
授
業
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
な
く
就
業
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ア
ル

バ
イ
ト
の
エ
リ
ア
と
し
て
は
、
長
浜
市
内
が
中
心
に
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
約
１
０
０
件
近
い
求
人
が
あ
り
、

今
年
度
も
そ
れ
以
上
の
求
人
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
大
学
が
２
年
目
を
迎
え

る
節
目
の
４
月
１
日
、
第
２
回
入

学
式
が
本
学
体
育
館
に
て
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
桜
は
七
分
咲
き
、
心
地

良
い
春
風
が
吹
く
好
天
に
恵
ま
れ
、

２
期
生
２
２
１
名
が
期
待
に
胸
膨

ら
ま
せ
て
式
に
臨
み
ま
し
た
。

入
学
式
で
は
、
吹
奏
楽
部
が
初

め
て
の
後
輩
た
ち
を
迎
え
て
祝
い

の
曲
を
演
奏
。
下
西
康
嗣
学
長
か

ら
の
式
辞
・
吉
田
保
理
事
長
か
ら

の
祝
辞
の
後
、
来
賓
と
し
て
長
浜

市
長
の
宮
腰
健
氏
と
バ
イ
オ
ビ
ジ

ネ
ス
創
出
研
究
会
理
事
長
の
森
建

司
氏
か
ら
新
入
生
へ
の
祝
辞
を
頂

◆
入
学
式

き
ま
し
た
。
ま
た
、
在
学
生
を
代

表
し
て
大
島
淳
也
君
か
ら
激
励
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
新
入
生
を
代
表
し
て
古
川

香
月
さ
ん
が
、
未
来
の
バ
イ
オ
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
目
指
し
て
本
学
で
研

究
・
学
生
生
活
を
頑
張
り
た
い
、
と

高
ら
か
に
宣
言
。
式
の
し
め
く
く

り
と
し
て
郷
通
子
学
部
長
よ
り
新

入
生
に
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
２
日
・
３
日
に
か
け
て
、
授

業
・
学
生
生
活
等
に
つ
い
て
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
健
康
診
断
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
４
月
５
日
か
ら

の
前
期
授
業
を
前
に
、
学
生
た
ち

は
シ
ラ
バ
ス
を
睨
み
な
が
ら
早
く

も
授
業
選
び
に
真
剣
な
表
情
で
し

た
。
ま
た
、
２
回
生
に
と
っ
て
は
初

め
て
の
後
輩
と
い
う
こ
と
で
、
吹

奏
楽
部
を
は
じ
め
、
ダ
ン
ス
部
や

紅
茶
園
芸
部
な
ど
各
部
が
新
入
生

歓
迎
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
新

入
生
獲
得
合
戦
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

活
気
み
な
ぎ
る
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

二
期
生
を
迎
え
て
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
活
気
に
溢
れ
、
充
実
し
た
大
学
生
活
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

２００４年度在学生の１年間の予定
前期セメスター（4/1～9/30） 後期セメスター（10/1～2005/3/31）
５月３１日（月） ２回生対象健康診断 １０月 １日（金） 後期授業開始
７月１６日（金） 前期授業終了 １１月 ６日（土） 第２回学園祭「命洸祭」
７月２０日（火） 補講日 １１月 ７日（日） 第２回学園祭「命洸祭」
７月２１日（水） 補講日 １２月２４日（金） 冬期休暇開始
７月２２日（木） 前期試験開始 １月１１日（火） 授業再開
７月３０日（金） 前期試験終了 １月２７日（木） 後期授業終了
８月１日（日） 夏期休暇開始 １月２８日（金） 補講日
９月３０日（木） 夏期休暇終了 １月３１日（月） 後期試験開始

２月 ８日（火） 後期試験終了
３月３１日（木） 後期セメスター終了

※上記以外に、日程の変更、試験の時間割、休講・補講、その他必要な連絡事項は、全て学内事務室横の掲示板でお知らせしています。
※休講・補講・教室変更情報は、今年度よりWeb掲示板（学内専用、パソコン・携帯電話どちらからでも閲覧可能）でもお知らせしています。
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◆
開
学
１
周
年
記
念
講
演
会
開
催

究
所
長
の
笹
月
健
彦
先
生
を
お
迎

え
し
、
約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

五
條
堀
先
生
か
ら
は
バ
イ
オ
技

術
と
医
学
の
関
係
に
触
れ
、「
新
薬

開
発
に
は
時
間
も
経
費
も
か
か
る
。

遺
伝
子
情
報
の
ゲ
ノ
ム
解
析
を
病

気
予
防
に
役
立
て
る
べ
き
だ
。
例

え
ば
、
携
帯
用
の
体
調
測
定
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
て
個
人
の
健
康
を

管
理
す
る
時
代
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
バ
イ
オ
が
拓
く
未
来
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
笹

月
先
生
は
「
ゲ
ノ
ム
医
学
が
治
療
に

直
結
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
環
境

か
ら
受
け
る
要
因
を
明
ら
か
に
し

て
予
防
に
役
立
て
る
こ
と
が
重
要
。

こ
の
遺
伝
子
を
持
っ
て
い
れ
ば
こ

の
環
境
を
避
け
る
と
い
う
指
針
を

立
て
る
の
に
役
立
つ
」
と
バ
イ
オ
研

究
の
領
域
の
広
さ
に
つ
い
て
指
摘

さ
れ
、
大
変
興
味
深
い
お
話
で
し

た
。講

演
会
当
日
は
、
関
係
者
か
ら

一
般
市
民
ま
で
幅
広
い
層
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
入
学
前

の
新
入
生
も
数
名
参
加
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
学
ぶ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
の
最
前
線
の
報
告
を
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
２
０
０
４
年
度
入
学
試
験
の
結
果

今
年
度
入
試
よ
り
導
入
し
た
公

募
制
推
薦
入
試
を
皮
切
り
に
、
１
〜

３
月
に
か
け
て
一
般
・
社
会
人
・
留
学

生
入
試
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
入

学
者
数
は
一
般
入
試
1
9
6
人
、
社

会
人
入
試
7
人
、
留
学
生
入
試
18
人

で
、
合
計
2
2
1
人
と
な
り
ま
し
た
。

開
学
初
年
度
の
平
均
志
願
倍
率
が

24.
0
倍
と
い
う
高
倍
率
で
あ
っ
た
こ

と
と
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
易
化
に
伴
う

国
公
立
大
志
願
層

の
私
大
絞
り
込
み

現
象
の
影
響
で
、

志
願
者
は
昨
年
度

よ
り
や
や
減
少
し

ま
し
た
。
し
か
し
、

新
設
の
公
募
制
推

薦
入
試
で
志
願
者

を
集
め
た
結
果
、

志
願
者
全
体
で
は
２
、
０
０
０
名
を

超
え
、
昨
年
並
の
人
気
を
維
持
し
ま

し
た
。

２
０
０
４
年
度
入
試
の
大
き
な
特

徴
と
し
て
、
志
願
者
・
入
学
者
と
も

近
畿
西
部
〜
近
畿
地
区
外
か
ら
の

流
入
増
、
浪
人
比
率
の
増
加
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
開
学
２
年
目
に
し

て「
全
国
型
の
私
立
大
学
」と
い
う
評

価
を
得
て
、
そ
の
知
名
度
は
全
国
的

に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

来
年
度
は
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入

試
を
新
規
に
導
入
し
、
ま
た
３
年
次

編
入
学
試
験
の
初
実
施
の
年
度
と

な
り
ま
す
。
様
々
な
入
試
形
態
を

年
々
導
入
す
る
こ
と
で
、
多
様
化
し

た
中
等
教
育
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、
今
後
も
入
試
改
革
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

本
学
で
は
開
学
１
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
本
学
が
滋
賀

県
の
補
助
金
の
も
と
で
進
め
て
い

る
「
健
康
・
長
寿
社
会
の
実
現
検
討

化
の
た
め
の
準
備
委
員
会
」（
委
員

長
・
郷
通
子
長
浜
バ
イ
オ
大
学
学

部
長
）
の
活
動
と
し
て
、
講
演
会

「
健
康
・
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け

て
―
ゲ
ノ
ム
情
報
が
も
た
ら
す
未

来
―
」
を
３
月
２
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
分
子
進
化
学
・
バ
イ
オ
イ

ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
の
ト
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
で
も
あ
る
国
立
遺
伝
学
研
究

所
の
五
條
堀
孝
先
生
と
、
生
体
防

御
と
免
疫
学
の
世
界
的
権
威
で
も

あ
る
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
研

●在学生保証人の皆様へ学費納入に関するお知らせ

１回生は入学手続時に、また２回生は学年の切替時に、「前期分分割納入」を選択され
て振り込まれた場合は、９月２０日前後に「後期分納入振込用紙」を本学届出の保証人の皆
様へ送付します。後期分の納入期限は１０月２０日になりますので、ご留意ください。
なお、入学時・学年切替時に「年間一括納入」を選択して振り込まれた方は、後期分振

込用紙は送付しません。

●日本学生支援機構（旧・日本育英会）奨学金について

１・２回生とも春の奨学金案内を終了し、申込を締め切りました。申し込まれた方へ
は、５月中旬に本学教職員による面接を経て、５月下旬に奨学生を決定する予定です。
なお、例年募集のあった秋の第２次募集については、日本学生支援機構の方針で行わ

ない見込みです。なお、家計急変や家計支持者の病気、災害等で緊急に奨学金が必要な
場合は、別途緊急・応急採用もありますので、教務・学生課までご相談ください。

●
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
に
つ
い
て

「
誰
も
が
創
立
者
」を
合
言
葉
に
、
昨
年
度
は
約
25
の

団
体
が
開
設
し
ま
し
た
。
主
な
活
動
を
紹
介
す
る
と
、

や
は
り
学
園
祭
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
模
擬
店
を
出

し
た
り
、
吹
奏
楽
部
・
ダ
ン
ス
部
・
軽
音
楽
部
な
ど
が
舞

台
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
た
り
、
体
育
館
で
は
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
な
ど
が
市
民
と
の
交
流
企
画

を
行
う
な
ど
、
各
ク
ラ
ブ
と
も
積
極
的
な
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
対
外
的

な
試
合
を
実
施
、
ま
た
吹
奏
楽
部
が
入
学
式
の
演
奏
や

他
大
学
と
の
交
流
を
行
う
な
ど
、
活
動
内
容
が
次
第
に

充
実
し
、
舞
台
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

Information

2004年度公募制推薦入試・一般入試結果

募集定員 志願者数 受験者数 合格者数 実質倍率

一般公募制推薦入試 20 271 271 57 4.8

一般入試・前期 25 654 648 98 6.6

一般入試・中期（2/13）
65

519 489 129 3.8

一般入試・中期（2/14） 377 344 91 3.8

一般入試・後期 5 107 97 31 3.1
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昨
年
4
月
1
日
開
学
し
た
本
学
は
、

2
0
0
6
年（
平
成
18
年
）度
が
大
学

完
成
年
次
に
な
り
ま
す
。
学
生
は
1

回
生
か
ら
4
回
生
ま
で
揃
い
ま
す
。

教
員
ス
タ
ッ
フ
は
2
0
0
5
年
度
に
は

全
員
着
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

完
成
年
次
に
向
け
て
本
学
で
は
、
研

究
実
験
設
備
の
整
備
な
ど
教
育
・
研

究
の
基
盤
づ
く
り
を
終
え
る
べ
く
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

次
な
る
大
学
発
展
構
想
の
実
現
に
向

け
て「
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
」

で
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
柱
と
な
る
テ
ー
マ

は
、
1
期
生
の
卒
業
年
次
に
合
わ
せ

た
大
学
院
の
開
設
や
、
学
部
定
員
の

増
員
と
校
舎
の
増
改
築
、「
ア
ジ
ア
バ

イ
オ
研
究
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」づ
く

り
な
ど
で
す
。

そ
こ
で
、
大
学
院
構
想
に
つ
い
て
下

西
学
長
に
、
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
全
体

に
つ
い
て
は
吉
田
理
事
長
に
聞
き
ま

し
た
。
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社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

人
材
育
成
の
場
に

本
学
の
基
本
理
念
は
、
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
の
高
度
な
専

門
性
を
も
つ
技
術
者
の
育
成
で

す
。
大
学
院
は
、
専
門
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、
創
造
性
が
あ
り
、

戦
略
的
に
考
え
る
能
力
を
も
つ
技

術
者
や
研
究
者
の
人
材
を
育
成

す
る
場
と
し
て
、
ま
た
、
社
会
や

学
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
も
の

で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
今
、
各
界
か
ら「
生
命
科
学
」

「
情
報
通
信
」な
ど
の
分
野
で
、
研

究
者
や
技
術
者
が
不
足
し
て
い
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
の

分
野
で
あ
る「
生
命
科
学
」は
、
人

材
不
足
が
と

り
わ
け
顕
著

で
す
。
中
で

も
、
一
つ
の
狭

い
領
域
に
突

出
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、

幅
広
い
分
野

で
の
能
力
を

身
に
つ
け
た

人
材
が
求
め

ら
れ
て
い
ま

今
年
度
の
半
ば
に
は
大
学
院
の

開
設
構
想
を
ま
と
め
た
い

大
学
院
設
置
に
は
、
先
ず
第
一

に
理
念
、
構
想
を
ま
と
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
社
会
で
即

戦
力
と
な
る
よ
う
な
人
材
育
成

の
た
め
に
は
、
大
学
院
内
で
の
教

育
・
研
究
が
主
と
な
り
ま
す
が
、

学
外
と
の
連
携
も
考
え
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
す
で
に
学

部
の
一
部
の
講
義
で
取
り
入
れ
る

方
向
に
あ
り
ま
す
が
、
産
業
界
か

ら
講
師
を
迎
え
て
の
講
義
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
な
ど
の
充
実

が
課
題
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ダ

ブ
ル
メ
ジ
ャ
ー
教
育
の
た
め
に
は
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
を
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
も
重
要
な
課
題
で
す
。

開
設
に
向
け
て
の
準
備
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の

課
題
を
充
分
に
検
討
し
て
い
き
な

が
ら
、
今
年
度
の
半
ば
ま
で
に
は

構
想
を
纏
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

ず
し
も
実
用
を
目
指
し
た
研
究

を
指
向
し
な
く
て
も
よ
い
。
し
か

し
、
研
究
者
は
、
基
礎
研
究
の
先

に
、
そ
の
成
果
が
何
に
役
立
つ
か

を
、
常
に
考
え
る
姿
勢
を
も
つ
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
目
先

の
実
用
や
応
用
を
指
向
し
た
も

の
で
な
く
と
も
、
真
に
基
礎
的
な

研
究
で
あ
れ
ば
、
実
用
化
、
産
業

化
へ
の
応
用
性
は
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。
真
の
意
味
で
の
基
礎
研
究

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
着
実
に
大
学
で
の
研
究

成
果
を
、い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
活

か
し
て
い
き
た
い
、
そ
う
思
っ
て
い

ま
す
。
産
官
学
の
連
携
や
共
同
研

究
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
学
院
で
の
教

育
効
果
も
大
き
い
。
こ
れ
か
ら
は
、

教
員
が
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
学
内

で
の
共
同
研
究
を
行
い
、
ま
た
、

大
学
全
体
が
一
つ
の
研
究
組
織

と
し
て
、
学
外
の
研
究
機
関
や
企

業
な
ど
と
も
連
携
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
学

院
の
開
設
は
、
そ
の
た
め
の
必
要

条
件
と
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
大
学
院
で
の
研
究
成
果

を
、
学
部
教
育
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
効
果
も
大
い
に
期
待
で
き
ま

す
。
や
は
り
、
学
部
だ
け
で
は
教

員
の
研
究
活
動
は
物
理
的
に
も

制
約
を
受
け
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
大
学
院
を
ス
テ
ー
ジ
に
し

た
研
究
成
果
を
学
部
教
育
に
反

映
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

大
学
院
開
設
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

と
な
り
ま
す
。

す
。
例
え
ば
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

に
Ｉ
Ｔ
を
融
合
し
た
分
野
な
ど
、

い
わ
ば「
ダ
ブ
ル
メ
ジ
ャ
ー
」に
基
礎

的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
と
い
う

発
想
が
必
要
で
す
。
学
際
的
な
融

合
に
特
化
し
た
教
育
は
、
本
学
の

学
部
教
育
に
お
け
る
大
き
な
特

徴
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
活

か
し
た
教
学
を
大
学
院
で
も
進

め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
学
の
学
生
は
バ
イ
サ
イ
エ
ン

ス
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
へ

の
志
を
持
っ
て
入
学
し
て
き
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
４
年
間
の
学
部

教
育
を
経
て
、「
よ
り
創
造
的
で

高
度
な
技
術
者
に
な
り
た
い
」「
技

術
者
よ
り
も
研
究
者
に
向
い
て
い

る
の
で
な
い
か
」
な
ど
と
い
っ
た
考

え
を
持
つ
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
っ
た
学
生
た
ち
の
要
望
に

応
え
、
高
い
レ
ベ
ル
の
勉
学
や
研
究

の
研
鑽
の
場
と
な
る
の
が
大
学
院

で
す
。
社
会
の
ニ
ー
ズ
は
、「
創
造

性
」や「
戦
略
性
」に
富
ん
だ
人
材

を
求
め
て
い
ま
す
。
専
門
性
は
勿

論
の
こ
と
、
そ
れ
ら
も
兼
ね
備
え

た
人
材
の
育
成
に
も
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
背
景

に
、
２
０
０
７
年
４
月
の
開
設
に

向
け
て
、
大
学
院
構
想
の
具
体
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

産
官
学
連
携
と
学
部
教
育
へ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
効
果

大
学
の
使
命
は
、
教
育
と
研
究

で
す
。
大
学
は
、
元
来
、
基
礎
研

究
を
行
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
必

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
核
事
業

大
学
院
構
想
に
つ
い
て

下
西
康
嗣
学
長
に
聞
く
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―
次
な
る
大
学
発
展
の

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
ネ
ラ
イ
は
…

第
2
期
生
の
募
集
は
、
出
願

倍
率
こ
そ
昨
年
と
比
べ
て
少
し
減

り
ま
し
た
が
、
予
想
を
超
え
た
高

倍
率
で
優
秀
な
学
生
諸
君
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
大

学
に
対
す
る
社
会
的
要
請
と
期

待
の
大
き
さ
に
、
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
大
き

な
期
待
に
本
大
学
は
、
ど
の
よ
う

に
応
え
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
？
次

に
掲
げ
る
四
つ
の
課
題
を
達
成
す

る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
一
は
、
本

大
学
の
完
成

年
次
に
当
た

る
2
0
0
6
年

度
末
ま
で
に
、

大
学
学
部
の

研
究
・
教
育
基

盤
作
り
を
完

全
に
終
え
る
こ

と
で
す
。
専
任

教
員
が
勢
揃

い
し
、
校
舎
は

つ
い
て
は
2
0
0
5
年
度
申
請
を

目
標
に
掲
げ
て
検
討
を
始
め
て

い
ま
す
。
今
、
全
国
の
大
学
が
教

育
、
研
究
の
大
改
革
に
取
り
組

み
中
で
す
。
本
大
学
で
も
当
該

の「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
申
請
の
取
り

組
み
を
牽
引
車
と
し
て
、
大
学

の
優
位
性
と
特
色
を
教
育
・
研

究
の
実
際
面
に
具
現
化
し
て
い

く
、
契
機
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
又
、「
ア
ジ
ア
バ
イ
オ
研
究

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
仮
称
）は
、

国
際
化
時
代
、
世
界
に
通
用
す

る
高
度
バ
イ
オ
人
材
育
成
と
研

究
開
発
を
狙
っ
た
も
の
で
す
。
出

来
れ
ば
本
年
11
月
に
、「
ア
ジ
ア
バ

イ
オ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
別

項
参
照
）を
長
浜
で
開
催
し
、
ま

ず
ア
ジ
ア
エ
リ
ア
か
ら
共
同
研

究
、
留
学
生
交
流
事
業
を
始
め

て
い
く
出
発
点
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

う
。
同
時
に
大
学
院
は
学
部
教

育
の
不
断
の
充
実
と
水
準
ア
ッ

プ
に
と
っ
て
も
欠
く
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。
又
、
大
学
院
開
設
は
本

大
学
に
優
秀
な
研
究
者
の
更
な

る
結
集
を
促
し
、
高
度
な
研
究

開
発
を
可
能
に
し
て
産
官
学
に

よ
る
共
同
研
究
の
発
展
、「
サ
イ

エ
ン
ス
パ
ー
ク
」
形
成
を
加
速
さ

せ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。―

文
科
省
の「
規
制
緩
和
」で
、

こ
れ
か
ら
の
大
学
院
づ
く
り
に
は
、

選
択
肢
に
幅
が
あ
る
よ
う
で
す
が
？

現
在
、
大
学
院
構
想
を
中
期

ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
で
検
討

中
で
あ
り
、
6
月
末
に
は
ま
と
ま

る
予
定
で
す
。
本
大
学
で
は「
専

門
職
大
学
院
」
開
設
は
実
際
的

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
学

生
諸
君
や
産
業
界
な
ど
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
、
高
度
専
門
職
志

向
と
研
究
者
志
向
の
二
つ
の
要

求
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
面
で
対
応
し

て
い
く
方
向
で
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
類
似
の
学
部
・
学
科
を
持

つ
他
大
学
の
大
学
院
と
く
ら
べ

て
、
特
色
を
打
ち
出
せ
る
も
の
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」事
業
と「
ア
ジ
ア

バ
イ
オ
研
究
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

づ
く
り
に
つ
い
て
？

実
は
、
そ
れ
が
第
四
の
課
題
で

す
。「
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に

じ
め
研
究
実
験
諸
設
備
の
完
備
、

学
生
諸
君
に
た
い
す
る
満
足
度
の

高
い
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど

で
す
。

第
二
は
、
次
な
る
発
展
へ
の
ス

テ
ッ
プ
―
大
学
院
の
2
0
0
7
年

度
4
月
開
設
を
め
ざ
す
こ
と
で

す
。
本
大
学
の
よ
う
に
先
端
科
学

領
域
の
大
学
で
は
、
大
学
院
は
至

上
命
令
の
課
題
で
す
。
同
時
に
、

出
願
倍
率
の
高
さ
に
見
ら
れ
る
学

生
諸
君
の
期
待
に
応
え
て
、
入
学

定
員（
現
在
１
学
年
1
9
8
人
）を

2
5
0
人
以
上
に
増
員
す
る
こ
と

で
す（
校
舎
の
増
改
築
も
併
せ
て

行
う
）。
2
0
0
8
年
4
月
に
は
実

現
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
三
は
、
本
大
学
を
核
と
す
る

「
長
浜
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
」

の
早
期
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
で

す
。
開
学
も
運
営
も
、
産
官
学
の

協
同
の
力
に
依
拠
し
て
推
進
す

る
こ
と
を
特
色
と
し
た
本
大
学
で

は
、「
パ
ー
ク
」が
実
現
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
こ
そ
、
開
学
目
的
を
全
面

達
成
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

―
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
軸
と
な
る

事
業
は
、
や
は
り
大
学
院
開
設

で
す
か
？

そ
う
で
す
。
ま
さ
に
バ
イ
オ
は

〝
秒
進
分
歩
〞と
い
わ
れ
る
ほ
ど

の
速
い
研
究
開
発
の
領
域
で
す

か
ら
、
常
に
先
端
研
究
と
そ
の

成
果
を
人
材
育
成
に
生
か
す
大

学
院
開
設
は
、
本
大
学
の
社
会

的
使
命
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ

長
浜
バ
イ
オ
大
学
中
期

ビ
ジ
ョ
ン
構
想
に
つ
い
て

吉
田
保
理
事
長
に
聞
く
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本
学
は
4
月
1
日
、
2
期

生
の
入
学
式
を
終
え
、
1
期

生
と
合
わ
せ
て
5
0
0
名
を

超
え
る
学
生
た
ち
で
活
気
づ

い
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
こ
の
機
に
、
開

学
一
周
年
に
ち
な
ん
だ
記
念

行
事
を
、
本
年
12
月
末
ま
で

を
開
催
期
間
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

学
内
で
現
在
、
企
画
委
員

会
を
設
け
て
行
事
プ
ラ
ン
を

検
討
中
で
す
が
、
プ
ラ
ン
の

構
想
イ
メ
ー
ジ
は
次
の
3
本

の
柱
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

①
「
ア
ジ
ア
バ
イ
オ
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
仮
称
）の

開
催
。（
本
年
11
月
6
日
〜
7

日
開
催
予
定
の
第
2
回
学

園
祭
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
実
施
す
る
予
定
。
招
待

を
予
定
し
て
い
る
国（
大
学
）

―
中
国
、
韓
国
、
タ
イ
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
大
学
）

②
一
周
年
記
念
特
別
学
園

祭
の
開
催
。（
実
際
は
2
回

目
に
な
る
が
一
周
年
特
別
企

画
を
工
夫
し
て
実
施
す
る
）

③
本
学
の「
校
歌
」と「
校
旗
」

を
作
り
、
発
表
す
る
。（「
校

旗
」に
つ
い
て
は
、
正
式
な
も

の
は
デ
ザ
イ
ン
等
制
作
に
時

間
を
要
す
る
の
で
、
今
回
は

と
り
あ
え
ず
「
準
校
旗
」
を
。

「
校
歌
」は
作
詞
、
作
曲
の
方

法
も
検
討
し
て
、
国
際
シ
ン

ポ
・
学
園
祭
の
際
に
発
表
す

る
予
定
。）

記
念
行
事
の
重
点
は
①

に
置
き
、
国
際
化
時
代
―
世

界
に
通
用
す
る
バ
イ
オ
人
材

育
成
と
教
育
・
研
究
水
準
の

向
上
を
め
ざ
し
て
、
ア
ジ
ア

の
関
係
国
（
大
学
）と
の
共

同
研
究
・
留
学
生
交
流
を
盛

ん
に
し
て
い
く
こ
と
に
置
い

て
い
ま
す
。

本
学
で
は
社
会
貢
献
事
業
の

一
環
と
し
て
、
地
元
の
高
校
・
中

学
と
の
連
携
事
業
を
実
施
し
、
理

科
・
バ
イ
オ
教
育
に
つ
い
て
の
啓
発

と
学
力
向
上
に
寄
与
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
昨
年
12
月
、
県
立
米
原

高
校
に
本
学
の
大
島
教
授（
遺
伝

子
工
学
）が
出
向
い
て
、
バ
イ
オ
に

つ
い
て
講
義
し
、
生
徒
た
ち
か
ら

「
バ
イ
オ
に
興
味
が
湧
い
て
き
た
」

「
自
分
の
進
路
選
択
に
役
立
っ
た
」

な
ど
、
た
い
へ
ん
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
。

本
年
3
月
に
は
、
滋
賀
県
湖
北

地
域
の
高
等
学
校
８
校
の
校
長
先

生
と
会
合
を
も
ち
、
新
学
期
か
ら

各
校
ご
と
の
条
件
と
課
題
の
違
い

を
考
慮
し
て
、
全
校
が
バ
イ
オ
教

育
に
取
り
組
め
る
高
大
連
携
授

業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
ま
し
た
。

し
か
も
、
講
義
・
実
験
の
方
法

と
し
て
、
本
学
が
開
発
し
た
「
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
遠
隔
教
育
シ
ス
テ

ム
」
を
滋
賀
県
下
で
は
初
め
て
活

用
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
教
育
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
該
の
「
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て

は
昨
年
12
月
、
本
学
の
姉
妹
校
で

あ
る
専
門
学
校
・
バ
イ
オ
カ
レ
ッ

ジ
京
都
と
、
県
立
長
浜
高
校
及
び

び
わ
町
立
び
わ
中
学
の
協
力
を

得
て
デ
モ
授
業
を
行
い
、
関
係
者

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
も
の

で
す
。

本
学
で
は
こ
の「
シ
ス
テ
ム
」を
、

ま
ず
湖
北
地
域
の
高
校
・
中
学
で

活
用
し
て
成
功
さ
せ
、
滋
賀
県
下

の
関
係
校
で
も
広
く
活
用
し
て
も

ら
う
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

開学一周年記念事業の企画づくり

県
域
で
初
め
て
「
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用

高
大
連
携
事
業
の
具
体
化
を
め
ざ
し
て
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「良識はこの世で最も公平に配分されているもの

である」というデカルトの言葉を引用した下西学長

の式辞。新入生を代表して古川香月さんが、「理論

と実践に裏打ちされた専門的知識と豊かな教養を

身につけ、大学への社会的注目を自覚して、先輩た

ちとともに大学の風土を創り上げたい」と決意を表

明。希望に燃えた221名の2期生を迎えて入学式

が行われました。

新入生に、入学にあたっての抱負を聞いてみました。

■
岩
田

薫

（
愛
知
県
・
滝
高
等
学
校
出
身
）

私
の
大
学
生
活
の
抱
負
は
、
卒

業
後
に
現
場
で
即
戦
力
と
な
れ

る
よ
う
、
知
識
と
技
術
を
身
に
つ

け
る
こ
と
で
す
。
現
時
点
で
は
、

バ
イ
オ
が
関
係
す
る
領
域
が
あ

ま
り
に
も
広
い
の
で
、
具
体
的
な

職
種
な
ど
は
検
索
中
で
す
が
、

21
世
紀
の
行
方
の
鍵
を
握
る
と

言
わ
れ
る
バ
イ
オ
分
野
を
通
じ

て
世
界
が
抱
え
る
問
題
の
解
決

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
4
年
間

学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

■
渋
谷

麻
衣

（
兵
庫
県
・
北
須
磨
高
等
学
校
出
身
）

大
学
の
授
業
が
始
ま
っ
て
約
２

週
間
。
そ
の
短
い
時
間
の
中
で

実
感
し
た
こ
と
は「
自
分
で
ど
れ

だ
け
や
る
か
」
と
い
う
事
で
す
。

実
験
や
演
習
は
も
ち
ろ
ん
、
講

義
で
も
予
習
や
復
習
を
し
っ
か
り

こ
な
し
て
初
め
て
自
分
の
も
の

に
な
る
ん
だ
と
い
う
事
を
今
ま
で

以
上
に
身
に
染
み
て
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
大

学
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

■
棚
橋

佳
世

（
岐
阜
県・岐
阜
北
高
等
学
校
出
身
）

一
回
生
か
ら
す
ぐ
に
実
験
が
始

め
ら
れ
る
と
い
う
長
浜
バ
イ
オ
大

学
。
そ
こ
に
二
期
生
と
し
て
入

学
し
た
私
は
、
そ
の
特
徴
を
最

大
限
に
活
か
し
て
、
実
践
力
を

培
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
た
だ
一
つ
の
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
の
単
科
大
学
と
し
て
幅

広
い
専
門
教
育
を
受
け
ら
れ
る

の
で
こ
れ
か
ら
先
が
楽
し
み
で

す
。
高
度
な
バ
イ
オ
技
術
者
に

な
れ
る
よ
う
、
頑
張
り
た
い
で
す
。

■
土
屋

雄
一

（
大
阪
府
・
関
西
大
倉
高
等
学
校
出
身
）

僕
が
ま
ず
目
標
に
し
て
い
る
こ
と

は
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
て

る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
僕
は

今
ま
で
、
足
が
遅
い
の
は
親
の
せ

い
だ
と
か
、
化
学
が
苦
手
な
の
は

化
学
の
教
師
の
教
え
方
が
下
手

だ
か
ら
だ
と
か
人
の
せ
い
ば
か
り

に
し
て
い
ま
し
た
。
実
際
は
自
分

の
せ
い
で
全
く
努
力
を
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
大
学
を
選
ん

だ
の
も
自
分
の
責
任
で
す
か
ら

最
後
ま
で
手
を
抜
く
こ
と
な
く

や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

■
冨
岡

祐
希

（
京
都
府
・嵯
峨
野
高
等
学
校
出
身
）

自
分
の
将
来
の
事
に
つ
い
て
初
め

て
真
剣
に
考
え
た
の
は
、
高
校
三

年
の
と
き
で
し
た
。
自
分
の
や
り

た
い
事
、
興
味
の
あ
る
事
を
色
々

考
え
ま
し
た
。
そ
の
時
、
悩
ん
で

や
っ
と
見
つ
け
た
夢
に
少
し
で
も

近
づ
き
た
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
大

学
で
自
分
に
出
来
る
事
を
精
一

杯
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
で
き
た
友
達
と
一
緒
に

大
学
生
活
を
楽
し
く
過
ご
し
た

い
で
す
。

■
中
山

大
司

（
滋
賀
県
・
虎
姫
高
等
学
校
出
身
）

僕
は
本
学
で
、
個
々
の
生
物
間
で

生
じ
て
い
る
生
態
系
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
仕
組
み
や
、
こ
れ
を
変
え

私
の
抱
負
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て
し
ま
う
環
境
要
因
を
理
解
で

き
る
よ
う
に
基
本
的
な
知
識
を

身
に
付
け
る
。
そ
し
て
、
環
境
汚

染
の
防
止
や
、
そ
の
浄
化
に
取
り

組
み
た
い
。
ま
た
、
日
本
各
地
か

ら
来
て
い
る
多
く
の
友
達
を
作

り
、
そ
の
よ
う
な
友
達
と
過
ご
す

学
生
生
活
を
有
意
義
で
楽
し
い

も
の
と
し
た
い
と
思
う
。

■
吉
井

昌
代

（
滋
賀
県
出
身
・
社
会
人
入
学
）

私
は
社
会
人
と
し
て
生
活
し
て

き
ま
し
た
が
、
ふ
と
考
え
る
と
自

分
の
や
り
た
か
っ
た
事
を
し
て
き

た
の
だ
ろ
う
か
？
と
い
う
疑
問

を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

別
の
選
択
肢
を
得
る
た
め
に
、
も

っ
と
専
門
的
な
知
識
が
必
要
だ

と
い
う
結
論
に
達
し
（
バ
イ
オ

と
い
う
も
の
に
魅
力
を
感
じ
）、

当
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
基

礎
学
力
が
な
い
た
め
、
授
業
に
つ

い
て
い
く
の
は
困
難
で
す
が
、
で

き
る
限
り
の
努
力
で
乗
り
切
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
周

敏

（
中
国
浙
江
省
出
身
・
留
学
生
）

私
は
中
国
か
ら
の
留
学
生
で
す
。

今
年
長
浜
バ
イ
オ
大
学
に
合
格

し
て
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
に

関
す
る
知
識
を
勉
強
し
た
り
、

生
命
理
論
を
ち
ゃ
ん
と
理
解
し

た
り
、
様
々
な
実
験
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。
卒
業
後
、
研
究
者
に

な
る
た
め
に
、大
学
院
に
進
学
し
、

研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
将
来
、
私
は
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
と
い
う
自
然
科
学
分
野
に

何
か
役
立
て
る
よ
う
に
、
が
ん
ば

り
ま
す
！

2昨年の開学時点では必要性が予測できなかったり、都合で設置が先送
りされていた備品類など、研究実験機器等の整備がすすみ、これによっ
て本学の教学環境とサービスは一段と改善充実することになりました。

学生部室棟の増設など
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Welcome Special ●1

すすむ教学環境の整備

◆楽しく役立つ大学周辺の環境
大学全体が琵琶湖に面していることもあり、湖側の講義棟「命江館」

の３階からは琵琶湖の美しい湖面を見渡すことができます。特に夕
暮れの景色は絶景で、「日本の夕陽１００選」にも選出されたほどです。
また、大学近くのさいかち浜では、毎年８月に開催される「北琵琶湖
花火大会」の時は障害物なく見物できることで多くの人で賑わい、昨
年は夏休み中にも関わらず多くの本学学生も見物していました。
一方、昨年１０月に、本学最寄駅であるＪＲ田村駅の西側臨時改札口
が正式改札口となり、名実ともに「全国で一番ＪＲの駅に近い大学」と
なり、自宅から大学までの‘‘Door to Door’’通学が可能となりました。
また、本学に自動車教習所が隣接しており、本学学生は特別割引で
教習が受けられるメリットがあり、新入生を中心に授業の空き時間や
夏休みを利用しての予約を申し込む学生が増えています。

◆学園祭「第２回命洸祭」実行委員会、始動！
本学初の学園祭「命洸祭」を昨年初めて開催し、約２,０００人の参加

で成功を収めたことは記憶に新しいところです。第２回の成功に向け
て早くも週１回程度のペースで実行委員会を開催し、昨年以上の規模
と盛り上がりを図ろうと張り切っています。「関わる人をとにかく多く」
を合言葉に、昨年の実行委員会メンバーの大半が留任し、新入生オ
リエンテーション時にアンケートを実施するなど、新入生に対する積
極的な勧誘がすすんでいます。それが功を奏してか、現在１０名ほど新
入生が実行委員会に顔を出しています。なお、命洸祭の取り組みの様
子については、実行委員会がホームページを開設していますので、興
味のある方は是非ご覧ください。（本学ホームページの「学生生活→学
園祭」から閲覧できます）

学生生活情報

●命江館：大講義室
教材提示用50インチモニターテレビ4台
設置

●命江館：情報実習室①②
情報パソコン各8台（16台増設）
（各120台→128台）

●命江館：食堂
50席増設+ラウンジ机椅子移設32席
（収容数254席→336席）

●体育館北側：学生部室棟新築
学生部室10室増設（現状10室→20室）

※以上の他に、中講義室に教材提示装置や補助席が増設されています。

●命岳館：実験室⑤⑥⑦⑧
ドラフトチャンバー設置

●命岳館 共通器材室①②③
冬期冷暖房用空調機増設

●命岳館：CPU機械室
情報機器増設、空調予備機の増設

●命江館 中教室③④
大教室化、教材提示装置・モニターテ
レビ設置（但し2004年 夏期休暇中に
施設整備予定）

新しく設置・整備された諸施設（備品）
（2004年春期休暇中に施設整備を終えたもの）
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新
任
教
員
を
迎
え
て

一
段
と
充
実
し
た

教
学
・
研
究
体
制

新
任
教
員
を
迎
え
て
の
ス
タ
ッ
フ

体
制
の
特
徴
と
広
が
る
可
能
性

―
今
年
度
、
新
た
に
12
人
の
教

員
と
助
手
の
方
た
ち
が
着
任
さ
れ

ま
し
た
が
、
バ
イ
オ
大
学
の
教
員

ス
タ
ッ
フ
体
制
は
ど
の
よ
う
な
特

徴
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。

来
年
度
に
着
任
す
る
方
た
ち

で
、
全
教
員
の
指
導
体
制
が
確
立

す
る
わ
け
で
す
。
私
は
新
し
い
方

た
ち
が
来
る
の
を
と
て
も
心
待
ち

に
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
の
教
学

や
共
同
研
究
で
、
昨
年
以
上
の
広

が
り
を
期
待
で
き
る
か
ら
で
す
。

バ
イ
オ
大
学
の
教
員
体
制
の
特

徴
の
一
つ
は
、
民
間
企
業
の
第
一

線
で
活
躍
な
さ
っ
て
い
た
方
と
、
大

学
や
研
究
所
で
研
究
を
進
め
て
き

た
方
が
、
共
同
で
指
導
に
あ
た
っ
て

い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
タ
カ
ラ
バ

イ
オ
・
武
田
薬
品
や
協
和
発
酵
・

日
本
た
ば
こ
産
業
と
い
っ
た
、
日
本

で
も
有
数
の
バ
イ
オ
先
進
企
業
出

身
の
方
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
は
、
実
社

会
で
活
躍
で
き
る
バ
イ
オ
人
材
の

育
成
に
と
っ
て
、
大
き
な
意
味
を

も
つ
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学

の
中
だ
け
で
な
く
、
外
部
と
の
共

同
研
究
の
条
件
も
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
女
性
と
若
い
研

究
者
が
多
い
こ
と
で
す
。
教
員
と

博
士
号
を
も
つ
助
手
の
5
人
が
女

性
で
す
。
ま
た
、
今
年
か
ら
新
た

に
生
命
情
報
科
学
を
除
く
各
コ
ー

ス
に
実
験
助
手
を
配
置
し
ま
し
た

が
、
4
人
と
も
女
性
で
す
。
こ
れ
は

実
験
重
視
の
教
学
を
進
め
る
た
め

の
処
置
で
、
活
躍
を
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

―
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
体
制
で
、
今

年
度
取
り
組
ん
で
い
く
課
題
は
何

で
し
ょ
う
か
？

や
は
り
、
共
同
研
究
の
広
が
り

に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。
既
に
バ
イ

オ
大
学
で
は
、
専
門
コ
ー
ス
を
越

え
た
学
内
セ
ミ
ナ
ー
や
共
同
研
究

が
活
発
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
の
は
学
際

的
で
ど
ん
ど
ん
進
展
す
る
学
問
な

の
で
、
専
門
分
野
だ
け
の
研
究
で

は
立
ち
後
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

学
科
で
は
な
く
て
専
門
コ
ー
ス
と

い
う
分
野
の
垣
根
が
低
い
本
学
に
、

新
た
な
ス
タ
ッ
フ
を
迎
え
る
訳
で
、

植月 太一
理学博士(東京大学) 専門：発生
生物学／担当科目：細胞生物学Ⅱ
(細胞内輸送・情報)、発生生物学、
神経生物科学

教　授伊藤 正恵
医学博士(神戸大学) 専門：微生
物学／担当科目：ウイルス学

教　授太田 伸二
理学博士(広島大学) 専門：環境
分子生態学／担当科目：機器分析
概論、環境化学

教　授齊藤　修
理学博士(東京大学) 専門：分子
生物学／担当科目：安全工学、細
胞遺伝学Ⅰ(動物)

教　授岩本 昌子
博士(工学)(大阪大学) 専門：細
胞機能学／担当科目：基礎生物学
Ⅰ(多様性と連続性)、生化学Ⅱ
(代謝生化学)

助教授

福田 常彦
理学博士(九州大学) 専門：生体
分子設計学／担当科目：基礎化学
Ⅱ(有機化学)、生化学Ⅰ(生体成
分化学)

教　授西　義介
薬学博士(東京大学) 専門：蛋白
質工学／担当科目：バイオマテリ
アル産業論、タンパク質化学、タ
ンパク質工学

教　授山本 章嗣
理学博士(京都大学) 専門：細胞
組織構造学／担当科目：基礎生物
学Ⅱ(生命と恒常性)、細胞生物学
Ⅰ(細胞構造学)、組織細胞構造学

教　授水上 民夫
農学博士(京都大学) 専門：遺伝
子科学／担当科目：バイオビジネス
概論、ゲノム創薬科学

教　授大島　淳
博士(農学)(京都大学) 専門：遺伝
子工学／担当科目：基礎微生物学、
微生物生理学、遺伝子工学

教　授

下西 康嗣
理学博士(大阪大学) 専門：蛋白
質科学／担当科目：プロテオミク
ス概論

学　長郷　通子
理学博士(名古屋大学) 専門：生
体分子情報学／担当科目：生命情
報科学概論

学部長池上　晋
農学博士(東京大学) 専門：環境
生物学／担当科目：環境生態学、
環境保全学

教　授佐藤 宗諄
文学修士(京都大学) 専門：歴史
学／担当科目：歴史と環境、日本
人の生活史

教　授

郷
学
部
長
に
聞
く

長浜バイオ大学
教員・スタッフ

紹介

11

2
0

0
4

.M
a

y

11

柴田 真理
博士(農学)(名古屋大学) 専門：
植物遺伝学

助　手南部 隆之
博士(理学)(岡山大学) 専門：分
子生物学

助　手廣田 淳子
博士(理学)(大阪大学) 専門：蛋
白質科学

助　手持田 恵一
博士(理学)(横浜市立大学) 専
門：生物情報学

助　手飯田　慶
修士(理学)(名古屋大学) 専門：
生命情報学

助　手

池内 俊貴
博士(水産学)(北海道大学) 専
門：環境分子応答学／担当科目：
環境分子応答学

講　師長谷川　慎
博士(理学)(大阪大学) 専門：蛋
白質機能解析学／担当科目：分
離・精製法

講　師依田 隆夫
博士(理学)(東京大学) 専門：計
算構造生物学／担当科目：基礎物
理学

講　師奈良　篤樹
博士(理学)(総合研究大学院大学)
専門：細胞生物学／担当科目：細
胞科学応用実験、分子科学応用実
験、細胞科学専門実験

講　師藤井 貴弘
博士(農学)(京都大学) 専門：生
物化学

助　手

河合　靖
博士(理学)(京都大学) 専門：酵
素化学／担当科目：安全工学、酵
素科学、生体反応工学

助教授大島 一彦
博士(理学)(東京工業大学) 専
門：進化生物学／担当科目：ゲノム
(遺伝子情報)解析学、進化生物学

助教授高橋 健一
博士(理学)(名古屋大学) 専門：
生物物理学／担当科目：生物物理
化学

助教授小宮　徹
博士(理学)(九州大学) 専門：細
胞生物学／担当科目：標識科学
(放射化学)、細胞工学

助教授稲垣 祐司
博士(理学)(名古屋大学) 専門：分
子生物学／担当科目：分子生物学

講　師

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
か
ら
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
先
の
開
拓

や
、
専
門
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
準
備
、
就
職
に
向
け
た
キ
ャ
リ

ア
育
成
な
ど
、
大
学
と
し
て
花
を

開
か
せ
て
い
く
た
め
の
準
備
を
進

め
る
こ
と
が
今
年
の
大
き
な
課
題

に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
で

大
き
な
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
学
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践

今
年
度
か
ら「
生
命
情
報
科
学
」

の
講
義
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
私
に
と
っ
て
は
積
年
の
夢
で

も
あ
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
で
と
て
も
大
切
な

分
野
で
す
が
、
ク
ラ
シ
カ
ル
な
科
目

で
は
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
は「
生

化
学
」
と
か
い
ろ
ん
な
名
前
で
講

義
し
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
こ
の

大
学
で
は
堂
々
と「
生
命
情
報
科

学
」で
開
講
で
き
る
、
こ
こ
に
本
学

の
特
色
が
現
れ
て
い
ま
す
。
文
部

科
学
省
が
全
国
の
大
学
か
ら「
特

色
あ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
選

定
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
実

践
を
踏
ま
え
て
専
門
コ
ー
ス
が
開

講
す
る
来
年
度
に
は
、
ぜ
ひ
申
請

し
た
い
も
の
だ
と
個
人
的
に
は
思

っ
て
い
ま
す
。

―
特
色
あ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
点
で
し
ょ
う

か
？一

つ
は
、「
高
度
な
バ
イ
オ
技
術

者
を
育
成
す
る
た
め
の
実
験
・
実

習
を
重
ん
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」に

あ
り
ま
す
。
1
年
次
か
ら
実
験
・
実

習
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
量
的

に
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
実
習
を
加
え

前
期
週
2
回
、
後
期
週
3
回
と
、

本
学
な
ら
で
は
の
特
徴
と
な
っ
て

い
ま
す
。
実
験
や
実
習
に
か
か
る

教
員
の
労
力
は
大
変
で
、
な
か
な

か
で
き
な
い
の
が
全
国
の
大
学
の

実
情
で
す
。
本
学
で
は
先
程
紹
介

し
た
実
験
助
手
を
配
置
す
る
な

ど
、
重
視
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。も

う
一
つ
は
、「
生
命
情
報
科
学

を
必
須
科
目
に
し
た
バ
イ
オ
イ
ン

フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
人
材
の
育
成
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」で
す
。
ゲ
ノ
ム
情
報
か
ら

遺
伝
子
の
機
能
情
報
な
ど
を
、コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
ア
ク
セ
ス
し
て
入
手
す
る
な
ど

の
ス
キ
ル
は
、
こ
れ
か
ら
の
バ
イ
オ

研
究
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ス
キ
ル
修
得
に
は

個
人
差
が
あ
り
、
個
別
指
導
的
な

教
育
が
求
め
ら
れ
る
大
変
さ
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
を
必
須
科
目
に

し
て
い
ま
す
。

授
業
を
通
じ
て
、
本
学
の
学
生

た
ち
の
熱
心
さ
や
感
性
の
豊
か
さ

を
感
じ
ま
す
。
特
に
感
性
は
、
サ
イ

エ
ン
ス
に
と
っ
て
大
切
な
要
素
で
、

こ
う
し
た
学
生
た
ち
の
期
待
に
応

え
る
教
育
実
践
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Welcome Special ●1
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初めて「作った」学園祭

尾崎　元樹さん　
大阪府・府立園芸高等学校出身

長浜バイオ大学第一回の学園祭

「命洸祭」が昨年１１月に開催され、

私は副委員長のひとりとして出店

部の取りまとめや備品調達をしま

した。委員会発足当初は上手くい

っていたことのほうが少ない気が

します。他の実行委員と論争も交

わしました。事務の方々にたくさ

ん迷惑をかけました。模擬店参加

者の方々と険悪な雰囲気が流れた

こともありました。それでも、会

議に会議を重ね、夏休みも返上し、

皆で力をあわせてようやく形にな

った命洸祭は間違いなく昨年一番

の思い出になりました。

そしてまた今年一番の思い出を

作るために、委員会はもう動き出

しています。命洸祭に来場してく

ださったお客様に楽しんでもらい

たい。模擬店参加者にたくさん稼

いでほしい。事務の方々にも今回

は心配事なく見ていてもらいた

い。そしてなにより、私たちの手

で最高の学園祭を作り出したい！

そう考えて毎日頑張っています。

何もない状態から出発した学園祭

平子　暁さん　
愛知県・私立名城大学附属高等学校出身

僕は第一回命洸祭実行委員会委

員長として命洸祭の準備・運営を

総括してきました。委員会が立ち

上がったすぐのときは、学園祭の

名称・テーマ・委員会体制・学園祭

内容…などなど何もない状態から

全てを作っていきました。実際、

実行委員が本格的に活動を始めた

のは夏休み中から夏休み明けにか

けて。つまり三ヶ月程度で学園祭

を開催までこぎつけたわけです。

学園祭の準備は委員会の皆と

色々、討論しながらより良い学園

祭作りに励みました。もちろん準

備進行には様々な問題が浮き彫り

になり、委員の皆ともめた事もあ

りました。しかし、その話し合い

が激しいものだからこそ良い学園

祭が開催できたと思います。

また、新しく二期生も学園生活

に加わったことから、二期生の実

行委員への参加を前回実行委員の

一期生が快く迎え、さらに盛大な

学園祭が作れることを今から楽し

みにしています。

2期生を迎
えて

さらに輝き
充実の学生生活
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自分で行動し解析する過程が興味深い

青木　信和さん　
滋賀県・私立光泉高等学校出身

期待と不安を胸に、私が長浜バ

イオ大学の入学式に臨んでから、

早や一年が過ぎました。この一年

間で様々な授業を受け、高校時代

より少しは成長したのではないか

と自分では思っています。

さて様々な授業の中でも、私に

とって最も印象的で刺激的だった

のは実験の授業でした。高校時代

では扱ったことがない機器や薬品

を扱える機会が増え、与えられる

授業ではない、自分で行動し解析

する過程が、とても興味深いもの

でした。また実験というものが必

ずしも予想される結果にはならな

い事も、教科書を読むだけでは分

からない新鮮な驚きでした。そし

て実験においても、その他の授業

においても、専門の先生方が熱心

に指導してくださり、私は非常に

恵まれた環境の中で多くの事を学

ぶことができることにとても感謝

しています。

これからも長浜バイオ大学の学

生として恥じないように全力でが

んばっていきたいです。

先生と学生の距離が近いのが刺激

久保　晴子さん　
愛知県・私立愛知淑徳高等学校出身

私は“大学”という新しい環境に、

期待と不安を抱えながら去年の今

頃を過ごしていました。特に講義に

ついては、１限分の講義時間の違い

に慣れることができるか、自分の進

路と関連させて科目選択をするべ

きなのに希望進路がよくわからな

いなど不安な気持ちでいっぱいで

した。

前期の講義は、高校で習ったこと

の復習も兼ねた、バイオ分野の基

礎固め的なものが多かったように

感じました。後期になると少し専門

的になり、内容は前期よりも圧倒的

に濃く深いものに感じました。そし

て自分の興味ある分野が何となく

わかってきた気がします。

先生自作のプリントによる講義、

プロジェクターを活用した講義な

ど先生によって講義の仕方はさま

ざまで、そこに先生なりの工夫が見

られます。また先生と学生との距離

が近く、講義後に限らずいつでも質

問しやすいです。さらに受講する学

生側には意欲的な人が多く、私に

は良い刺激となっています。

実験・実習でいろいろな技術を

身につけるように、私はこれからも

講義を通して多くの知識を得たい

と思います。

分け入っても分け入っても青い山

川畑　隆司さん　
滋賀県・県立東大津高等学校出身

種田山頭火の有名な句に「分け

入っても　分け入っても　青い

山」というのがあります。入学し

てから一年、講義に実験そしてサ

ークル活動と、毎日がめまぐるし

く過ぎてゆきましたが、ふと気付

いてみると自分がいるところは

「青い山」ではないかと感じること

があります。

実学を重視した長浜バイオ大学

のカリキュラムでの実験は非常に

面白く、遺伝子組み換えや細胞培

養など、研究・開発の現場で使わ

れている技術や知識をじかに学び

感じ取ることができます。また、

先生方のお話も、実に新鮮で刺激

的かつ啓発的で、非常に参考にな

ります。

バイオテクノロジーのエンジニ

アを目標とする私にとっては、実

験技術を学べるこの環境は素晴ら

しいものです。二回生では、より

レベルの高い実験のカリキュラム

が組まれているのでとても期待し

ています。これからも、この環境

の中で切磋琢磨していきたいと思

います。

好奇心を刺激される実験・実習

向　麻衣さん　
滋賀県・私立近江兄弟社高等学校出身

一年間をバイオ大学で過ごし

て、高校生活とは違い何もかもが

新鮮でした。特に実験では高校で

は使ったことのない器具・機材を

使いとても印象に残りました。ま

た先生方も親切で楽しかったで

す。

前期は器具の洗浄に始まり、pH

メーターや分光光度計等を使いブ

ロッコリーのDNA量の測定や、

pHの変動による茄子の色素の色

の変化や、湖水の有機物含有量の

測定をし、どれも目新しいもので

した。

また、後期に入ると少し高度に

なり環境、分子、遺伝子、細胞の４

つの実験を行いました。これは、

身近にある琵琶湖のリン含有量の

測定から、糖・アミノ酸の同定、大

腸菌の形質転換、組織の観察など

の実験で各分野の特色が顕著に現

れた実験で、どれも好奇心を刺激

されるものでした。また、講義内

容と重なることもあり、より理解

して実験をすることができました。

それぞれの実験をすることによ

り、自分がどの分野に興味があり、

今後どのような方向に進みたいの

か再度考えることができたように

思えます。

先輩たちの バイオ大



アルバイトで社会勉強

新田　智英美さん　
京都府・府立桂高等学校出身

去年の５月、アルバイトを探し

ていた私は、観光も兼ねて長浜駅

近くの黒壁スクエアという場所を

訪れた。そして運よく黒壁スクエ

ア内にある長浜オルゴール堂とい

う店で働くことに決まった。

私は現在、大学を優先して土日

のみ働いている。仕事内容は、レ

ジ業務、商品の包装や補充などで

ある。一見、楽な仕事に思えるが、

店にある商品のオルゴールは数百

種類にも及ぶためその全てを把握

することは容易なことではない。

一番苦労したのは、その数多いオ

ルゴールそれぞれに対応する専用

の箱を覚えることであった。

最初は慣れないことに戸惑って

ばかりいたが、お客様からの「あ

りがとう」の一言が頑張ろうとい

う気にさせてくれた。また、その

アルバイト先で今までに関わりの

少ない年代の知り合いができたの

も嬉しいことだ。

アルバイトを始めて接客業の難

しさを経験し、相手のために何か

をすることの大切さを知った。今

後も自分自身が成長していけるよ

うに努力していきたい。

新しいことを始める充実感を知る

春名　英明さん　
京都府・府立南陽高等学校出身

昨年度第一期生として入学してか

ら、まだ体制の整っていないこの学

校で何か新しいことはできないかと

考えていました。体を動かす機会が

少ないので、健康のためにも体の動

かせるもの、また誰でも気軽に参加

できるものは何か、同じ寮に住んで

いた友人と相談しバドミントンサー

クルを立ち上げることになりました。

まずは人を集めることから開始

し、人が集まるとサークル名の決定

や、書類作成など下準備をしてよう

やくサークルとして形を作ることが

できました。サークルに参加した人

はほとんどが初心者でしたが、サー

クルの充実をはかるために経験者

と相談し、どのようにすれば楽しめ

るか試行錯誤を続けました。平時

の練習では実験などで参加できな

い人もいるので、まとまった時間を

とるため夏期休暇を利用して合宿

を行いました。冬期休暇にはスキー

合宿を行い親睦を深めました。地

元の大会にも出場し、団体で3位を

収めるなど好成績を出しています。

このサークルを通じて人をまとめ

る難しさ、新しいことを始める充実

感を知ることができました。この経

験が将来生きていくことができれば

と思っています。

キャンパスライフを潤すサークル活動

森　英詞さん　
愛知県・私立享栄高等学校出身

長浜バイオ大学は新設大学です

が多くの部・サークルがありま

す。サッカー部、吹奏楽部、ダン

スサークルetc...。講義数が多く、

そして実験が大変でなかなか自分

の時間が持てないですが、放課後

はどの部もよく活動しています。

私は、CELL部という部を立ち

上げました。簡単に言うと勉強会

をする部です。予想外に部員は多

く20名もいます。週に決まった

日に集まり、自分たちの興味のあ

ることについて調べ、考えていま

す。もちろん堅苦しくなく、楽し

く話しながらやっています。

また、昨年の学祭では、他の部

と共に一般の方々を対象としたブ

ロッコリーDNA抽出実験なども

行いました。

このように、部活動は運動や学

習だけでなく、友達の輪を広げて

いるのに一役買い、多くの人たち

と話すことで、普段の講義の課題、

実験の予習やレポートなど忙しい

生活の中に憩いの場を提供してく

れ、キャンパスライフをより良く

していると思います。

将来形成の礎となるアルバイト経験

藤井　聖司さん　
広島県・県立福山誠之館高等学校出身

長浜に引っ越して来て早一年が経ちまし

た。私はこの大学に入る前は一年間浪人を

しており、予備校に通いながら新聞配達のア

ルバイトをしていました。ですから引っ越して

きた当初はこちらでも新聞配達をやろうと考

えていましたが、ちょうど自分のアパートの前

に塾が出来ることが分かったのでその塾で

講師をやろうと思い応募し、塾の講師のアル

バイトを得ました。

初めて生徒と接した時はどのように接してい

こうかと少々戸惑いましたが、生徒とのコミュ

ニケーションを取っていくうちに、その不安は

解消しました。また、生徒がどこまで理解して

いて、どこからが分からないのかという事を判

断し、的確な対処を考えるのはとても難しい

ことだということを実感しました。これなら誰

にでも絶対に理解できるという決まった教え

方は無いので、どうすれば少しでも分かりやす

い授業が出来るかという試行錯誤をしなけれ

ばいけないという点では、他のアルバイトより

も大変だと思います。しかし、生徒が分かった

という反応を見せてくれた時の充実感は講師

というアルバイトでしか味わえないものです。

ものを教えるということは教える者自らが

教える内容を完全に理解していなければ出

来ないことであると同時に、教える者には教

える内容以外の幅広い知識も必要です。今、

塾の講師というアルバイトで経験しているこ

とは、将来、私を形成するための大きな礎に

なるだろうと思います。
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―
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
か
ら
お
伺
い
し
ま
す
。

私
の
専
門
分
野
は
、
生
体
分
子
設
計
学
、ペ
プ
チ

ド
、
タ
ン
パ
ク
質
化
学
で
す
。
ペ
プ
チ
ド
と
は
、ア
ミ
ノ

酸
の
つ
な
が
り
が
50
個
く
ら
い
ま
で
の
小
さ
な
タ
ン
パ

ク
質
で
、
ホ
ル
モ
ン
作
用
を
は
じ
め
種
々
の
生
理
的

な
働
き
が
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
イ

ン
ス
リ
ン
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

タ
ン
パ
ク
質
や
ペ
プ
チ
ド
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
注

射
に
よ
る
投
与
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
も
っ
と
簡
単

に
投
与
で
き
る
よ
う
に
、
例
え
ば
経
口
製
剤
化
の
研

究
開
発
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
酵
素
の
機
能
の

研
究
か
ら
医
薬
品
へ
の
応

用
な
ど
の
研
究
も
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

―
産
官
学
連
携
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
ど

の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る

と
お
考
え
で
す
か
。

2回目の研究室訪問は、武田
薬品から本学の教授に就任し
た福田常彦先生を、分子設計
化学研究室に訪ねました。

●福田 常彦
（ふくだ・つねひこ）

医薬品の国内
トップメーカー、
武田薬品工業に
3 0年間勤務。
創薬研究本部な
どで、主にペプ
チドホルモンに
よる、前立腺ガ
ンや骨粗鬆症の
新薬開発研究に携わってきた。バイオ大学
では、ペプチドやタンパク質の経口製剤化
の研究、酵素の機能研究からの新薬開発や
幅広い応用への研究に取り組む。大阪大学
大学院理学研究科修士課程修了、理学博士
（九州大学）。愛知県岡崎市出身。

Interview

研究室訪問　
福田　常彦教授
●分子設計化学研究室

2

創
薬
と
い
う
分
野
を
国
際
的
に
み
て
も
、
日
本
の

実
力
は
い
い
線
を
い
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
欧
米
に

お
い
て
は
、
先
端
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
進
ん
で
い
て
、
バ
イ
オ
の
裏
付
け
が
な

い
と
新
薬
と
し
て
承
認
し
て
も
ら
え
な
い
状
況
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
効
果
や
安
全
性
に
つ
い
て
も
す
べ

て
理
論
的
に
証
明
し
、
バ
イ
オ
に
よ
っ
て
原
理
的
な

こ
と
を
突
き
詰
め
て
い
く
の
で
す
。
バ
イ
オ
な
し
で

は
、
研
究
が
進
ま
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

新
薬
を
大
学
の
み
で
製
品
化
を
す
る
に
は
、
資
金

的
に
も
非
常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
学

で
は
企
業
と
異
な
り
長
い
ス
パ
ン
で
の
研
究
や
、
相

互
の
連
携
も
可
能
で
す
。
こ
の
条
件
を
活
か
し
て
、

基
礎
研
究
か
ら
そ
の
端
緒
と
な
る
も
の
を
探
し
て
、

そ
れ
を
企
業
と
共
同
研
究
し
た
り
、い
わ
ゆ
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
創
出
す
る
こ
と
は
充
分
に
期
待
で
き
ま

す
。
特
に
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
本
学
は
大
き
な
可

能
性
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

―
開
校
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
第
１
期
生

に
お
い
て
の
手
応
え
は
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。

こ
の
１
年
間
で
の
学
生
の
成
長
は
、
著
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
授
業
や
実
験
に
対
し
て
の
積
極
性
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

の
単
科
大
学
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
は
っ
き

り
と
し
た
目
的
意
識
を
持
っ
て
入
学
し
て
く
る
か
ら

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
自
体
が
、

将
来
性
の
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
学
生
の
夢
や
希
望

と
意
気
込
み
が
マ
ッ
チ
し
て
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
そ
ん
な
学
生
た
ち
に
、

自
分
の
意
見
を
も
っ
て
、
自
分
で
考
え
て
よ
く
手
を

動
か
す（
実
験
す
る
）人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
研
究
や
仕
事
を
大
い
に
楽
し
み
、

ど
ん
ど
ん
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

こ
う
し
た
、
や
わ
ら
か
な
心
を
持
っ
た
、
実
践
的
で

自
立
的
な
人
材
が
、こ
れ
か
ら
の
社
会
の
中
心
と
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
材
育
成
の
た
め

に
、
私
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
実
績
を
大
い
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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2004年度の入試結果について

初年度が志願倍率24.0倍という厳しい入試結果であっ
たことと、国公立志望者の大学入試センター試験の好結
果による私大受験数の減少を受けて、本学全体志願者は
前年比2７％減少となり、一般志願倍率17.4倍となりました
が、合格者数を絞ったために、実質の倍率は4.5倍と初年
度並となりました。入学者（221名）の特徴としては、浪人比
率の上昇、女子比率の低下、他府県比率の上昇など全国
型の中堅上位大学にみられる特徴が出てきています。

05年度入試の変更ポイント

大学入試センター利用試験を新規導入
入試センター試験の英・数・理・国４教科５科目の得点結

果のみで合否を判定します。

一般前期試験定員を増
高得点２教科総合判定で、試験日程･発表の早いこと

で人気の一般前期試験の募集定員を増やし倍率を緩和
します。

詳細はパンフレットを
ご請求下さい。

教務・学生課主任　

田辺　真

リレーエッセイ

仕事に忙殺される３～４月。「たまには息抜きを」と思い
立ち、合間の休日を利用して、車窓が風光明媚なことで
知られるＪＲ飯田線を全線走破する旅に出掛けた。辰野
から豊橋まで全長２００ にも及ぶ長大路線なだけに、
中央アルプスの残雪から天竜峡の絶壁に至るまで、電
車を乗り換えることなく様 な々大自然の顔を見せてくれた
のは流石である。
しかし、電車が伊那市にさしかかったあたりで、１人の
少年がいきなり私のペットボトルのお茶を奪おうとする出
来事があった。これが１度だけなら単なるイタズラだと思
うのだが、２度３度と奪いにきたので、叱り飛ばした上車
掌に事情を話したところ、「その子は実は知的障害を持っ
ている子で、毎日この電車に乗る子どもなんです」とのこ
とであった。なるほど、私は普段はその路線に乗ることの
ない乗客だから、よほどの興味が湧いたのだろう。何も
知らずにその子を叱り飛ばした自分自身がとても恥ずか
しく思えた。それからその子に「人のものは取っちゃダメ」
と教えつつ、ペットボトルのお茶を彼にあげた。「ありがと
うございます」とハッキリした口調で答え、駒ヶ根駅で下
車していった。私は何だか清 し々い気分になって旅を続
けた。
翌朝の出勤前に、突然聞き知れぬ人からの電話があ

った。「昨日の電車の中でご迷惑をお掛けした子どもの
父です」と聞いた瞬間、車内で起こった出来事をすぐさま
思い出し、ＪＲの車掌に自分の連絡先を伝えたことも思
い出した。車掌が少年の両親に昨日の出来事を伝えた
のだろう。そうでなければこんな電話はかからない。「息子
は電車好きなので養護学校に通う時はいつも電車で通
わせているのだが、これまで人様のものを取ろうとしたこ
とはなかった。叱って頂けたことに感謝する。本当に申し
訳ない」というお詫び電話なのだが、私には単なるお詫
び電話に思えなかった。障害を持っているというハンデ
がありながら自立させたい親の願いと子どもに対する愛
情の深さが、僅か２分ほどの電話からひしひしと伝わって
きた。同時に、車掌がこの少年の連絡先を把握してい
て、車内での出来事を少年の両親に連絡していたことに
敬意を抱いた。もし車掌が少年のことを認知しておらず、
なおかつ少年の両親に車内での出来事を伝えようとし
なければ、この少年は社会に見放された存在になってい
ただろう。地域一体となって彼を見続けている姿勢は、
携帯電話等の普及に見られるような「個人主義時代」
到来の中、私たちが忘れつつある「生の人間とのつなが
り」の大切さを改めて教えられたような気がした。そんなヒ
ューマンな飯田線がますます好きになった。

キ
ロ

地方試験会場を増設
一般前期試験会場として「東京」、一般中期試験会場と

して「広島」「高松」に会場を新たに設置します。

3年次編入学試験を実施
生物・農・生命など同系列（分野）の履修者で他大学

の卒業者または２年以上在学し60単位以上の取得者、
短大または高専の卒業者・卒業見込者、専修学校専門
課程の修了者・修了見込者が、本学３年次に編入学する
ための試験を10月末に実施します。

大学フェアー2004 進学相談会
11:00～16：30

7月19日（祝）名古屋市「吹上ホール」
8月28日（土）大阪城ホール
9月 5日（日）広島グリーンアリーナ

オープンキャンパスのご案内

映像と模擬授業「バイオって何？」
入試突破作戦とBioな学生生活／大学施設と先端機器･設備見学など

8月8日（日）ａｍ10:30～ｐｍ 2:00～
●10月17日（日）●11月6日（土）・11月7日（日）
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入試・募集掲示板

命
洸

参加者全員に
「バイオグッズ」を進呈！

Point1

Point2

Point4

当日参加大歓迎

Point3


